
表１ アンケート結果（10 月 6日 27 名実施） 

質 問 選択肢 人 

１ 災害後、なるべく早

く行いたいことは何で

すか。２つ選びなさい。 

ア 食糧の確保 18 

イ 飲料水の確保 21 

ウ トイレの確保 15 

２ 災害後、なるべく早

く行って欲しいことは

何ですか。２つ選びな

さい。 

ア 電気の復旧 17 

イ ガスの復旧 9 

ウ 上水道の復旧 16 

エ 下水道の復旧 12 

 

第２学年 防災教育学習指導案 

 

                                              日  時 平成 28年 11月 9日（水） 

                                              学  級 2年 4組（男 11名 女 18名 計 29 名） 

                                              場 所  2階視聴覚室 

                                              指導者  阿部 和人 

 

１ 題材名 「災害に備える」 

 

２ 単元名 災害時のトイレアクションを学ぼう 

 

３ ねらい 災害時のトイレの重要性や問題点、簡易トイレの使い方を理解させ、より快適な個室空間 

を考えさせる。 

 

４ 題材設定の理由 

（１）価値について 

      「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」（文科省, 2010）によれば、防災教育のねらいは、

次の３つにまとめられる。 

    ア 自然災害の現状、原因及び減災等について理解を深め、現在及び将来に直面する災害に対

して、的確な思考・判断に基づく適切な意思決定や行動選択ができるようにする。 

    イ 地震、台風の発生などに伴う危険を理解・予測し、自らの安全を確保するための行動がで

きるようにするとともに、日常的な備えができるようにする。 

    ウ 自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの重要性を認識して、学校、家庭及び地

域社会の安全活動に進んで参加・協力し、貢献できるようにする。 

    そこで、本校では、「いわての復興教育における３つの価値項目と具体の２１項目及び、釜石

市の「いのちの教育」の目標をもとに、防災教育を、総合的な学習の時間における年間指導計

画に位置付けた。２学年においては、災害や事故などの非常時に生き抜く技能を身に付けさせ

ることを指導目標とした。 

 

（２）生徒について 

       右の質問１に対して、半数以上   

の生徒がウを選んだ。災害時の食 

べ物や飲み物の確保は、生き抜く 

ための必須条件だと思われるが、 

ウを選んだ生徒は、飲食と同様に、 

排泄のことも考慮しなければなら 

ないと思っている。このことは、 

質問２に対して、エを選んだ生徒 

についても同じことが言える。 

本単元の第１時として、「災害時 

のトイレについての現状と重要性」についての授業を 7月に行った。最初は、トイレと聞いて 

微笑する生徒もいたが、トイレは命に関わることを知り、また、東日本大震災におけるトイレ 

についての実体験を生徒が発言する場面もあり、より核心に迫った学習活動を行うことができ 

た。その授業が、災害時のトイレに対する生徒の関心を高めたのではないかと考えられる。災 

害時のトイレに対する関心を持続させ、更に、より実践的な知識や技能を身に付けさせること 

で、その関心を生徒の自信につなげたい。 

 

 

 



（３）単元について 

      災害時、断水や停電が起こると水洗トイレは使えなくなる。その際、避難所用トイレとしてま

ず思い浮かぶのは、建設現場用の仮設トイレだろう。しかし、東日本大震災において、仮設トイ

レが３日以内に設置された避難所はわずか34％で、設置までに８日以上かかった避難所は49％に

上る1。不衛生なトイレは感染症を引き起こす原因となる。また、不衛生なトイレに行くことを我

慢するために水分や食事を控えてしまうと、それは病気の原因となる。そのような状況を防ぐた

めに、本単元を通して、災害時のトイレの重要性について理解し、いざという時に実践できる方

法を身に付けさせたい。 

 

（４）研究主題との関わり 

    研究主題「自己肯定感をもち、復興に貢献しようとする生徒の育成」 

   ～いのちを大切にし、郷土を理解する活動を通して～ 

     本学習を通して、災害時に自他の命を守り、生き抜くための知識や技能を身に付けさせることに

より、自己肯定感を高める。  

 

５ 単元指導計画 

（１）単元目標 

   災害時のトイレについて学ぶなかで、自他の命を守り、生き抜くための知識や技能を身に付ける

ことができる。 

（身に付けさせたい資質や能力） 

＜学習活動への主体的・創造的な態度＞ 

・災害時のトイレの重要性について関心をもち、自ら進んで学習活動に取り組む。 

＜課題設定の能力＞ 

 ・使いやすさを追求しながら個室空間をデザインする。 

＜問題解決への思考・判断＞ 

・与えられた材料を駆使し、より使いやすい個室空間を作製する。 

＜学習活動に関わる技能・表現＞ 

・簡易トイレの使い方を理解する。 

・丸太を組むのに適したロープの結び方を理解する。 

 

（２）単元の指導計画（総合的な学習の時間） 

 授業内容 具体の２１項目との関連 

第１時 
・単元の見通し 

・災害時のトイレについての現状と重要性 
⑱自然災害のライフラインへの影響 

第２時 

（本時） 
・簡易トイレの使い方とその問題点 

㉑身を守り、生き抜くための技能 
第３時 ・丸太を組むのに適したロープワーク 

第４時 ・個室空間の作製 

第５時 
・個室空間の作製 

・単元のまとめ 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1特定非営利活動法人日本トイレ研究所『東日本大震災3.11のトイレ－現場の声から学ぶ－』（2015, p3） 



６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

    ・簡易トイレの使い方を知り、その問題点を考える。 

 

（２）本時の評価規準 

身に付けさせたい資質や能力 評価規準 

学習活動への主体的・創造的な態度 簡易トイレの問題点について、自ら進んで考えている。 

学習活動に関わる技能・表現 簡易トイレの作り方、使い方を理解している。 

 

（３）本時の展開 

段

階 
学習活動 指導上の留意点 評価 

導

入 

10 

分 

０ Warm up 

 ・トイレに関するクイズ 

 

１ 課題設定 

 ・医療機関や自治体の声 

 

 

 

・雰囲気づくりを心がける。 

 

 

・本時の学習活動に必然性をも 

たせる。 

 

 

展

開

30

分 

 

 

２ 課題の追及 

（１）簡易トイレの組み立て 

（２）便器の中身の作成 

 

 

（３）キットがない場合 

 

 

 

 

 

 

３ 課題の解決 

（１） 簡易トイレの改善点 

（２） 発表 

 

 

 

 

・ビニール袋と新聞紙で、便器の 

中身を作らせる。 

 

・キットがない場合、何で代用す

ることができるか考えさせる。 

 

 

 

 

 

・班ごとに考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・簡易トイレの使い方を理解して

いる。 

【学習活動に関わる技能・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進んで改善点を考えている。 

【学習活動への主体的・創造的な態度】 

終

末 

10

分 

４ まとめ 

 

５ 次時の内容の把握 

・感想を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易トイレの改善点を考えよう。 

簡易トイレを作ってみよう。 



簡易トイレについて 

 

     ２年  組  番 氏名             

 

１ トイレは   に関わる。水や食料と一緒に支援すべき。 

 

２ 簡易トイレを作ってみよう。 

 

３ 便器の中身はどうする？ 

   

使うもの：                       

 

４ キットがない場合、何で代用する？ 

   

   

 

 

 

５ 簡易トイレの改善点を考えよう。（気になる点、もっとこうした方が良い点など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今日の授業の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 


